
一　

概
略
と
従
来
説

　

沖
縄
の
盆
踊
り
と
し
て
エ
イ
サ
ー
が
有
名
で
あ
る
。
大
太
鼓
や
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
を
手
に
隊
列
を
組
ん
で
エ
イ
サ
ー
の
掛
け
声
で
踊
る

「
エ
イ
サ
ー
」
は
沖
縄
の
芸
能
を
代
表
す
る
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
太
鼓
エ
イ
サ
ー
の
踊
り
方
は
先
島
を
含
め
沖
縄
全
体
に
広
ま
っ
て
い
る
が
、
歴
史
は
新
し
い
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
宜
野

湾
市
の
愛
知
地
区
で
北ち
ゃ

谷た
ん

村
（
現
嘉
手
納
市
）
千ち

原は
ら

の
エ
イ
サ
ー
を
元
に
空
手
の
振
り
を
入
れ
て
勇
壮
に
踊
っ
た
の
が
始
め
と
言
わ
れ

る（
１
）。
そ
れ
が
沖
縄
本
島
で
広
ま
っ
た
の
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
コ
ザ
市
（
現
沖
縄
市
）
で
開
か
れ
た
全
島
エ
イ
サ
ー
・
コ

ン
ク
―
ル
の
開
催
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る（
２
）。
そ
れ
ま
で
は
沖
縄
各
地
区
で
手
踊
り
の
エ
イ
サ
ー
が
踊
ら
れ
て
い
た
。
踊
り
は
円
を
描
く

輪
踊
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
太
鼓
エ
イ
サ
ー
に
対
し
て
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
と
か
島
エ
イ
サ
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
古
い
形
の
エ
イ
サ
ー
で
あ
る
。
エ
イ

サ
ー
は
盆
の
七
月
（
沖
縄
で
は
旧
暦
の
七
月
）
に
踊
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
本
島
北
部
で
は
盆
明
け
に
踊
ら
れ
る
七
月
モ
ー
イ

（
舞
）
や
七
月
デ
イ
（
手
）
を
女
エ
イ
サ
ー
と
も
い
う
。

沖
縄
の
念
仏
歌
と
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー

　
　

―
―
ア
ン
ガ
マ
ー
と
島
エ
イ
サ
ー
―
―

�
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ま
た
エ
イ
サ
ー
の
元
は
念
仏
踊
り
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
ま
ず
踊
り
の
始
め
は
念
仏
歌
で
踊
ら
れ
る
。
沖
縄
本
島
北
部
で
は
念
仏
歌
の

部
分
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
消
え
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
石
垣
島
な
ど
の
先
島
で
は
念
仏
歌
が
歌
わ
れ
る
の
は
、

ア
ン
ガ
マ
ー
と
言
わ
れ
る
盆
の
踊
り
で
「
親
の
御
恩
」
や
「
継マ
マ
ハ
ハ母
念
仏
」「
孝
行
念
仏
」
の
歌
で
あ
る
。
ア
ン
ガ
マ
ー
は
仮
面
を
付
け

る
と
い
わ
れ
る
が
、
一
様
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
島
エ
イ
サ
ー
と
ア
ン
ガ
マ
ー
を
念
仏
歌
の
踊
り
と
し
て
、
八
重
山
地
区
と
本
島
北
部
の
事
例
を
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　

エ
イ
サ
ー
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
の
説
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
説
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
エ
イ
サ
ー
」
の
語
に
つ
い
て
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
第
十
四
の
「
い
ろ
い
ろ
の
ゑ
さ
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
「
ゑ
さ
」
が
元

で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
第
十
三
の
「
船
ゑ
と
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
「
ゑ
」
が
掛
け
声
を
表
す
の
と
同
様
に
第
十
四
の
「
ゑ
さ
」

も
掛
け
声
で
、「
い
ろ
い
ろ
の
ゑ
さ
お
も
ろ
」
は
「
特
殊
お
も
ろ
」
に
分
類
さ
れ
、
村
々
の
人
物
や
事
件
を
あ
つ
か
っ
た
歌
で
、
掛
け

声
と
と
も
に
集
団
舞
踊
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
と
さ
れ
、「
エ
イ
サ
ー
」
の
先
行
形
態
と
さ
れ
る
。
伊
波
普
猷
・
矢
野
輝
雄
・
外

間
守
善
が
こ
の
説
で
あ
る（
３
）。

　

一
方
、
知
名
定
寛
・
酒
井
卯
作
は
こ
れ
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
知
名
定
寛
は
新
聞
記
事
か
ら
明
治
三
十
年
こ
ろ
は
「
エ
イ
サ
ー
」

は
「
似
せ
念
仏
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と（
４
）、
酒
井
卯
作
は
明
治
以
前
に
は
「
似
せ
念
仏
」「
那
覇
の
躍
り
」「
躍
り
芸
者
」「
踊
り
狂
言
」

「
躍
り
念
仏
」
と
文
献
に
記
さ
れ
て
お
り
、
盆
の
踊
り
を
「
エ
イ
サ
ー
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る（
５
）。

　

さ
ら
に
諸
文
献
の
出
て
く
る
「
似
せ
念
仏
」
に
つ
い
て
は
「
似
せ
」
は
青
年
を
表
す
「
二に

せ
い才
」
の
事
で
「
若
者
の
念
仏
」
で
あ
る
と

い
う
矢
野
輝
雄
説
に
対
し
て
、
知
名
定
寛
・
酒
井
卯
作
は
こ
れ
に
も
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
沖
縄
に
念
仏
信
仰
を
伝
え
た
の
は
袋
中
上

人
（
一
五
五
二
・
天
文
二
年
～
一
六
三
九
・
寛
永
十
六
年
）
と
さ
れ
る
が
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
四
に
「
仏
教
文
句
ヲ
、
俗
ニ
ヤ
ワ
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ラ
ゲ
テ　

始
メ
テ
那
覇
ノ
人
民
ニ
伝
フ
。
是
念
仏
ノ
始
也
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
ア
ン
ガ
マ
ー
や
島
エ
イ
サ
ー
で
歌
わ
れ

る
「
親
の
ご
恩
」「
無
蔵
念
仏
」「
継
母
念
仏
」
等
の
歌
念
仏
を
「
和
ら
げ
た
念
仏
」「
念
仏
に
似
せ
た
念
仏
」
即
ち
「
似
せ
念
仏
」
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る（
６
）。

　

沖
縄
で
は
こ
の
念
仏
信
仰
の
布
教
に
念ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー

仏
者
や
京チ
ャ
ン
ダ
ラ
ー

太
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
が
あ
る
の
で
、
既
論

に
譲
る
が
、
沖
縄
本
島
北
部
の
島
エ
イ
サ
ー
や
七
月
モ
ー
イ
で
歌
わ
れ
る
の
は
「
仲
順
な
が
れ
」
や
「
久
高
ま
ん
じ
ゅ
う
」
は
京
太
郎

の
歌
や
劇
に
関
連
し
て
い
る（
７
）も
の
が
多
い
。

　

以
上
の
論
を
踏
ま
え
て
、
現
状
の
具
体
例
か
ら
見
て
い
こ
う
。
扱
う
の
は
先
島
の
ア
ン
ガ
マ
ー
と
沖
縄
本
島
北
部
（
名
護
市
・
本
部

町
・
国
頭
村
の
島
エ
イ
サ
ー
・
七
月
モ
ー
イ
）
で
あ
る
。

二　

ア
ン
ガ
マ
ー

　

ア
ン
ガ
マ
ー
は
折
口
信
夫
が
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
第
二
回
の
沖
縄
調
査
で
石
垣
市
登
野
城
の
ア
ン
ガ
マ
ー
を
見
て
深
く
感
動

し
、彼
の
「
ま
れ
び
と
」
と
い
う
概
念
の
生
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
の
「
国
文
学
の
発
生
（
第

三
稿
）
ま
れ
び
と
の
意
義（
８
）」
に
ま
と
め
ら
れ
折
口
学
の
根
幹
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
ア
ン
ガ
マ
ー
は
「
祖
霊
の
群
行
」
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
。
異
郷
（
常
世
）
か
ら
来
る
ま
れ
び
と
（
客
神
）
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ガ
マ
ー
と
は
何
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
。
登
野
城
の
よ
う
に
ウ
シ
ュ
マ
イ
（
翁
）
と
ン
メ
ー
（
媼
）
が
出
て
き
て
座
敷
で

踊
る
の
は
士
族
の
ア
ン
ガ
マ
ー
で
、
他
の
島
で
は
異
な
る
。
西
表
島
の
祖
納
で
は
座
敷
と
庭
で
別
に
踊
り
、
庭
で
踊
る
の
は
仮
面
や
顔

を
隠
す
踊
り
で
こ
れ
を
ア
ン
ガ
マ
ー
と
い
っ
て
い
る
。
竹
富
島
で
は
顔
を
手
拭
い
で
隠
し
庭
で
踊
る
踊
り
を
ア
ン
ガ
マ
ー
踊
り
と
い
っ

て
仮
面
は
つ
け
な
い
。
小
浜
島
で
は
入
場
の
時
の
輪
踊
り
を
ア
ン
ガ
マ
ー
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
踊
り
）
と
い
う
一
方
、
顔
を
隠
し
て
踊
る
女
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子
の
こ
と
を
ア
ン
ガ
マ
ー
と
も
い
う
。

　

ア
ン
ガ
マ
ー
は
実
は
盆
だ
け
で
な
く
、
家
の
新
築
の
萱
上
げ
や
屋
移
り
の
踊
り
も
ア
ン
ガ
マ
ー
踊
り
と
い
い
、
普
通
の
女
性
が
踊
る
。

西
表
島
の
祖
納
の
節
祭
に
も
出
て
く
る
ア
ン
ガ
マ
ー
は
黒
づ
く
め
の
フ
ダ
チ
ミ
と
い
う
女
性
の
あ
と
に
つ
く
女
性
の
踊
り
を
ア
ン
ガ

マ
ー
も
し
く
は
ア
ン
ガ
ー
と
い
う
。
そ
の
あ
と
の
男
の
輪
踊
り
を
男
の
ア
ン
ガ
―
と
い
う
。
女
性
の
ア
ン
ガ
ー
で
歌
わ
れ
る
「
五
尺
手

拭
」は
本
土
で
元
禄
時
代
頃
に
流
行
っ
た
風
流
踊
り
歌
の
歌
詞
で
あ
る
。
ア
ン
ガ
ー
は
語
源
か
ら
は
母
も
し
く
は
姉
を
さ
す
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ア
ン
ガ
マ
ー
は
女
性
の
風
流
踊
り
を
さ
す
と
い
う
説
も
あ
る（
９
）。
こ
の
よ
う
に
ア
ン
ガ
マ
ー
は
盆
ア
ン
ガ
マ
ー
だ
け

で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
念
仏
歌
を
伴
う
盆
ア
ン
ガ
マ
ー
を
扱
う
。

　

１　

石
垣
市
登と

野の

城し
ろ

　

石
垣
市
登
野
城
の
ア
ン
ガ
マ
ー
は
折
口
信
夫
の
報
告
も
あ
り
、
有
名
で
あ
る
。
ウ
シ
ュ
マ
イ
（
翁
）
と
ン
メ
ー
（
媼
）
が
爺
婆
の
面

を
被
り
、
ア
ン
ガ
マ
ー
を
従
え
て
、
室
内
に
上
が
り
仏
壇
の
前
で
の
踊
り
と
滑
稽
な
珍
問
奇
答
を
参
列
者
と
や
り
と
り
す
る
。
ア
ン
ガ

マ
ー
は
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
メ
ー
の
子
供
と
さ
れ
十
人
ほ
ど
連
れ
て
い
る
。
盆
の
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
新
盆
の
家
を
回
る
。

　

ま
ず
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
メ
ー
が
仏
壇
に
口
上
を
述
べ
、
座
開
き
に
「
無
蔵
念
仏
」
で
踊
る
。
そ
の
後
ア
ン
ガ
マ
ー
が
次
々
と
踊
り
を

ソ
ー
ロ
ン
（
新
精
霊
）
に
披
露
す
る
。

　

ア
ン
ガ
マ
ー
は
紙
花
を
つ
け
た
ク
バ
笠
を
被
り
、
手
拭
い
で
頬
被
り
を
し
て
い
る
。
顔
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
手
拭
い
で
隠
し
黒
メ

ガ
ネ
を
か
け
て
、
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
手
甲
を
は
め
て
い
る
。
主
に
高
校
生
の
男
女
が
そ
の
役
に
あ
た
る
。
踊
り
は
「
バ
シ
ヌ
ブ
シ

（
鷲
の
鳥
節
）」「
マ
ミ
ド
ゥ
ー
マ
」「
め
で
た
節
」
な
ど
豊
年
祭
に
踊
ら
れ
る
歌
が
多
い
。
そ
の
合
間
に
珍
問
奇
答
が
あ
る
。
弔
問
者
か

ら
の
質
問
に
裏
声
で
答
え
る
。
質
問
者
も
裏
声
で
あ
る
。
例
え
ば
「
盆
提
灯
は
な
ぜ
回
る
。
電
気
で
回
っ
て
グ
シ
ョ
ー
（
後
生
）
と
こ

の
世
の
行
き
来
を
表
す
」
と
い
う
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
り
笑
い
を
誘
う
。
再
び
何
番
か
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
家
を
出
て
、
次
の
家
に
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行
く
。
昔
の
仮
面
は
ア
ダ
ン
の
葉
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
う
が
、
翁
と
媼
の
仮
面
は
一
八
四
四
年
（
道
光
二
四
年
）
か
ら
使

わ
れ
た
と
い
う
。�

（
二
〇
〇
二
年
調
査
）

　

２　

竹
富
島

　

竹
富
島
で
は
盆
の
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
シ
ョ
ー
ロ
（
精
霊
）
祭
り
が
行
わ
れ
、
婦
人
会
や
若
者
が
ア
ン
ガ
マ
ー
と
な
っ
て
家
々
を

訪
れ
る
。
そ
の
場
合
歌
わ
れ
る
念
仏
歌
は
十
三
日
の
迎
え
日
に
「
孝
行
念
仏
」、
十
四
日
の
中
日
は
「
無
蔵
念
仏
」
と
「
七
月
念
仏
」、

十
五
日
の
送
り
の
日
は
「
園
山
念
仏
（
大
和
の
や
ま
さ
じ
）」
と
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
念
仏
は
地
謡
が
室
内
の
仏
壇
の
脇
で
三さ
ん

線し
ん

で

歌
う
。

　

婦
人
会
の
ア
ン
ガ
マ
ー
は
白
布
で
頬
被
り
を
し
て
ク
バ
笠
か
花
笠
を
目
深
に
被
り
、
誰
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
仮
面
を
被
っ

た
り
は
し
な
い
。
庭
に
列
を
作
っ
て
入
っ
て
き
て
大
き
な
円
を
描
き
左
手
を
腰
に
、右
手
に
団
扇
を
掲
げ
て
念
仏
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
。

裸
足
で
あ
る（
（1
（

。
そ
の
後
は
仏
壇
に
向
か
っ
て
列
を
組
み
、
何
番
か
の
奉
納
舞
踊
を
行
う
。

　

そ
れ
と
は
別
に
有
志
の
青
年
が
様
々
な
仮
装
し
て
家
々
を
回
る
。調
査
時
は
半
裸
の
青
年
が
造
り
物
の
船
で
庭
に
入
場
し
、ダ
イ
バ
ー

の
恰
好
で
魚
を
モ
リ
で
捕
る
ま
ね
を
三
線
に
あ
わ
せ
て
面
白
お
か
し
く
演
じ
て
い
た
。�

（
二
〇
〇
三
年
調
査
）

　

３　

小
浜
島

　

小
浜
島
は
石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
あ
る
。
こ
こ
の
ソ
ー
ラ
ン
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
精
霊
盆
踊
り
）
は
複
雑
で
ア
ン
ガ
マ
ー
踊
り
以
外
に

も
い
ろ
い
ろ
な
踊
り
が
あ
り
、
儀
礼
も
精
霊
迎
え
・
送
り
の
他
に
「
ド
ゥ
ハ
ン
ダ
ニ
ン
ガ
イ
（
健
康
願
い
）」
や
「
中
道
の
儀
式
」
が

あ
る
。
念
仏
歌
も
多
い
。

　

盆
は
旧
七
月
七
日
の
「
ナ
ン
カ
ソ
ー
ラ
（
七
日
精
霊
）」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
か
ら
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ニ
ン
ズ
（
念
仏
者
人
衆
）
の
練

習
が
あ
る
。
小
浜
島
の
村
は
中
道
を
境
に
南
と
北
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ニ
ン
ズ
が
い
る
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ニ
ン
ズ
は
地
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謡
、
ナ
カ
キ
タ
（
中
堅
）、
ア
ン
ガ
マ
ー
か
ら
な
る
数
十
名
の
集
団
で
あ
る
。
衣
装
は
十
三
日
・
十
四
日
と
十
五
日
で
は
異
な
る
。

十
三
日
・
十
四
日
は
コ
ー
シ
ー
サ
ン
（
格
子
柄
）、
十
五
日
は
黄
色
地
の
バ
サ
キ
イ
ン
（
芭
蕉
着
）
で
、
十
四
日
の
深
夜
十
二
時
を
境

に
鉢
巻
き
が
白
か
ら
赤
色
に
変
わ
る
。
笠
は
被
ら
な
い
。

　

十
三
日
か
ら
南
北
に
分
か
れ
て
各
家
を
ま
わ
る
。
地
謡
を
先
頭
に
庭
に
入
っ
て
円
を
描
く
。
部
落
会
長
・
公
民
館
長
が
座
敷
に
あ
が

り
仏
壇
の
線
香
を
あ
げ
挨
拶
を
す
る
。
庭
で
は
地
謡
が
茣
蓙
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
座
り
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ニ
ン
ズ
は
念
仏
歌
に
合
わ
せ

て
回
り
、
順
次
座
る
。
こ
の
踊
り
を
ア
ン
ガ
マ
ー
ブ
ン
ド
ゥ
ル
と
も
い
う
。

　

念
仏
歌
は
十
三
日
部
落
会
長
の
家
で
は
「
無
蔵
念
仏
」
他
は
「
七
月
念
仏
」
で
、十
四
日
は
「
無
蔵
念
仏
」
に
変
わ
る
。
踊
り
は
「
ハ

ナ
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
花
踊
）」「
ア
プ
リ
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
扇
踊
り
）」「
シ
ッ
チ
ャ
ー
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
手
踊
り
）」「
カ
ッ
ツ
ァ
ン
ブ
ン
ド
ゥ
ル

（
笠
踊
り
）」「
ボ
ー
ヤ
ン
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
棒
踊
り
）」
が
あ
っ
た
。「
ボ
ー
ヤ
ン
ブ
ン
ド
ゥ
ル
」
は
棒
の
先
に
銭
が
付
い
て
い
て
庭
に
入

る
時
棒
を
振
っ
て
鳴
ら
し
た
と
い
う
。
念
仏
の
あ
と
は
「
か
ぎ
や
で
節
」
他
、
豊
年
祭
で
踊
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
奉
納
踊
り

が
座
っ
て
い
る
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ニ
ン
ズ
の
前
で
披
露
さ
れ
る
。
調
査
時
は
余
興
に
「
お
富
さ
ん
」「
勘
太
郎
月
夜
」
を
三
線
で
奏
で
て
踊
っ

た
。

　

途
中
か
ら
ア
ン
ガ
マ
ー
が
登
場
し
、
面
白
お
か
し
く
踊
る
、
ア
ン
ガ
マ
ー
は
笠
や
帽
子
を
深
く
被
り
、
頬
被
り
を
し
て
、
肌
を
見
せ

な
い
よ
う
な
着
物
を
着
て
い
る
。
調
査
時
は
女
子
が
ア
ン
ガ
マ
ー
に
な
り
「
め
だ
か
の
学
校
」「
鳩
ポ
ッ
ポ
」「
お
母
さ
ん
」
な
ど
の
童

謡
を
三
線
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。

　

十
三
日
・
十
四
日
・
十
五
日
の
深
夜
十
一
時
ま
で
各
家
二
十
分
程
度
で
回
る
。

　

十
一
時
を
過
ぎ
る
と
一
旦
家
に
戻
り
、
ソ
ー
ロ
ン
（
精
霊
）
を
送
っ
た
あ
と
、
午
前
一
時
に
着
物
を
バ
サ
キ
イ
ン
に
着
替
え
赤
鉢
巻

き
で
「
ド
ゥ
ハ
ン
ダ
ニ
ン
ガ
イ
」
を
す
る
。
念
仏
は
「
ヤ
マ
ト
ゥ
ヌ
ヤ
マ
サ
ジ
（
大
和
の
山
さ
じ
）」
で
、「
山
さ
じ
」
は
「
山
伏
」
の

五
〇



事
と
さ
れ
る
。
庭
に
円
を
描
い
て
入
り
座
っ
て
念
仏
歌
を
歌
う
の
は
同
じ
で
あ
る
。
ア
ン
ガ
マ
ー
も
登
場
す
る
。
概
し
て
め
で
た
歌
が

多
い
。

　

明
け
方
五
時
に
中な
か

道み
ち

で
、
花
笠
を
被
り
女
装
し
た
男
子
が
南
北
か
ら
中
道
の
儀
礼
に
集
ま
り
、
北
村
が
ジ
ル
ク
（
十
六
日
）
の
「
ヤ

マ
ト
ゥ
ヌ
ヤ
マ
サ
ジ
」
を
歌
い
、
南
村
が
「
ミ
ン
マ
ン
経
文
」
の
念
仏
で
ミ
ン
マ
ン
ブ
ン
ド
ゥ
ル
（
ミ
ン
マ
ン
踊
り
）
を
踊
る
。「
ミ

ン
マ
ン
経
文
」
は
浄
土
宗
の
二
河
白
道
の
儀
礼
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
南
北
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
あ
と
、再
び
「
ド
ゥ

ハ
ン
ダ
ニ
ン
ガ
イ
」
を
年
長
者
の
家
を
夕
方
ま
で
回
る
。「
ミ
ン
マ
ン
」
は
「
弥
陀
」
の
意
味
か
。

　

道
行
に
は
「
イ
ラ
ン
ゾ
ー
サ
（
別
れ
の
歌
）」
を
歌
う
。
夕
方
に
は
広
い
庭
の
家
で
「
ヤ
ラ
マ
ー
ル
」「
マ
カ
シ
ョ
」
の
巻
き
踊
り
を

す
る
。「
ヤ
ラ
マ
ー
ル
」
は
柔
ら
か
い
風
に
の
っ
て
恋
が
開
く
と
い
う
歌
で
、「
マ
カ
シ
ョ
」
は
マ
カ
シ
ョ
と
い
う
女
の
子
の
褒
め
歌
で

あ
る
。「
ヤ
ラ
マ
ー
ル
」
は
反
時
計
ま
わ
り
に
廻
り
、「
マ
カ
シ
ョ
」
で
は
二
重
の
輪
に
な
る（
（1
（

。�

（
二
〇
〇
二
年
調
査
）

　

４　

黒
島

　

黒
島
は
石
垣
島
と
西
表
島
の
中
間
に
あ
り
、
小
浜
島
の
南
の
島
で
あ
る
。
盆
の
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
ソ
ー
ロ
ン
（
精
霊
）

踊
り
が
あ
る
。
男
女
の
若
者
が
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
と
し
て
位
牌
の
あ
る
家
を
回
る
。
十
三
日
は
「
七
月
念
仏
」・
十
四
日
は
「
無
蔵
念
仏
」

で
踊
る
。
十
五
日
は
「
コ
ー
フ
ダ
イ
念
仏
（
孝
不
題
）」
を
歌
う
だ
け
で
踊
り
は
な
い
。「
コ
ウ
フ
ダ
イ
念
仏
」
は
不
孝
の
唄
と
孝
行
の

唄
が
あ
る
。
昔
は
三
線
は
な
く
鉦
の
み
で
あ
っ
た
。
衣
装
は
黄
色
の
芭
蕉
着
に
紙
花
を
つ
け
た
笠
を
被
り
、頬
被
り
を
し
て
い
る
。
チ
ョ

ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）
が
二
人
酒
壺
を
担
い
で
い
く
が
、
ま
ず
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
が
家
の
者
に
挨
拶
を
し
て
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
が
輪
に
な

り
念
仏
歌
で
踊
る
。
そ
の
後
正
面
を
向
い
て
「
上
り
口
説
き
」
を
踊
っ
て
終
わ
る
。

　

三
十
三
年
忌
の
あ
る
家
で
は
「
ア
ゲ
焼
香
」「
ウ
フ
焼
香
（
大
焼
香
）」
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
庭
先
に
ホ
カ
タ
ナ
（
外
棚
）
を
建
て

て
、
座
敷
で
「
コ
ー
フ
ダ
イ
念
仏
」
を
歌
い
、
庭
で
ア
ン
ガ
マ
ー
踊
り
を
す
る
。
ア
ン
ガ
マ
ー
踊
り
は
女
の
人
が
ク
バ
団
扇
を
持
ち
、

五
一



裏
声
の
ア
ン
ガ
マ
グ
エ
（
声
）
で
「
ヒ
ヤ
ル
ガ
ユ
イ
サ
ー
ユ
イ
サ
ー
」
の
掛
け
声
で
輪
に
な
っ
て
踊
る
。
ア
ン
ガ
マ
ー
は
庭
に
い
て
物

乞
い
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。�

（
二
〇
〇
四
年
調
査
）

　

５　

西
表
島
祖そ
な
い納

　

祖
納
は
西
表
島
の
北
東
部
に
あ
り
、
節シ

祭チ

で
有
名
で
あ
る
。
盆
の
旧
七
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
ソ
ー
ロ
ン
（
精
霊
）
ア
ン

ガ
マ
ー
が
あ
る
。
高
校
生
を
中
心
に
青
年
会
が
ア
ン
ガ
マ
ー
に
な
り
初
盆
の
家
を
廻
る
。
公
民
館
を
出
発
し
三
線
を
奏
で
な
が
ら
、
道

行
を
し
て
新
盆
の
家
に
行
く
。
三
線
（
地
謡
）
と
踊
り
手
は
座
敷
に
上
が
り
、
仏
壇
を
拝
す
。
鉦
の
代
わ
り
に
焼
夷
弾
の
薬
莢
で
調
子

を
と
っ
て
い
る
。

　

こ
の
室
内
踊
り
は
サ
ン
マ
イ
と
い
い
、
白
襦
袢
・
白
掛か

裳か
ん

で
色
物
手
拭
の
頭
被
り
・
五
尺
手
拭
の
襷
た
す
き

姿
の
女
子
二
人
が
仏
壇
に
向
か
っ

て
踊
る
。
一
番
踊
り
は
「
ゴ
ジ
ン
フ
（
御
前
風
）」
で
、
め
で
た
い
席
で
歌
わ
れ
る
歌
で
あ
る
。
次
に
「
ニ
ン
ブ
チ
ー
（
念
仏
歌
―
無

蔵
念
仏
）」
で
「
親
の
御
恩
は
深
き
も
の
…
…
」
を
八
番
ま
で
歌
い
休
み
に
入
り
、
刺
身
・
酒
の
接
待
を
受
け
る
。

　

庭
で
は
七
、八
人
の
ア
ン
ガ
マ
ー
が
ク
バ
の
笠
を
被
り
、
頬
被
り
を
し
て
、
ク
バ
の
団
扇
を
か
ざ
し
な
が
ら
輪
踊
り
を
す
る
。
仮
面

を
付
け
て
い
る
者
も
い
る
。
仮
面
は
狐
や
爺
婆
（
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
マ
ー
）
な
ど
思
い
思
い
で
、
誰
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
ア

ン
ガ
マ
ー
は
「
ヒ
ヤ
ル
ガ
ユ
ィ
サ
ー
ユ
ィ
サ
ー
・
フ
ゥ
フ
イ
」
と
い
う
裏
声
の
奇
声
を
発
し
な
が
ら
踊
る
。
こ
の
裏
声
は
「
ア
ン
ガ
マ

ム
ニ
」
と
言
い
、
ア
ン
ガ
マ
ー
独
特
の
も
の
で
、
休
み
時
の
会
話
も
「
ア
ン
ガ
マ
ム
ニ
」
で
し
ゃ
べ
る
。
ア
ン
ガ
マ
ー
が
こ
の
世
の
も

の
で
は
な
い
か
ら
と
い
う
。

　

一
休
み
の
後
は
め
で
た
い
席
と
な
り
「
祖
納
岳
節
」「
イ
リ
ア
ラ
（
西
表
）
口
説
き
」「
高
那
節
」「
繁
盛
節
」「
マ
ル
マ
ボ
ン
サ
ン
（
坊

さ
ん
）」
と
続
き
、
途
中
か
ら
ア
ン
ガ
マ
ー
も
座
敷
に
上
が
り
遺
族
と
も
ど
も
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で
祝
う
。
最
後
に
「
ニ
ン
ブ
チ
ー
（
無

蔵
念
仏
）」
の
後
半
で
踊
り
収
め
、
次
の
家
に
向
か
う
。�

（
二
〇
〇
三
年
調
査
）

五
二



　

６　

波
照
間
島

　

波
照
間
島
は
先
島
の
中
の
最
南
端
の
島
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
念
仏
は
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
旧
七
月
十
四
日
の
「
ム
シ
ャ
ー
マ
」
の
行
列
の
最
後
尾
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、「
無
蔵
念
仏
」
が
歌
わ
れ
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ

は
豊
年
祭
と
盆
行
事
が
結
び
つ
い
た
よ
う
な
行
事
で
、
午
前
中
の
旗
・
弥
勒
・
ブ
ー
ブ
サ
ー
・
ウ
ス
デ
ー
ク
・
棒
術
・
仮
装
の
行
列
と

午
後
の
豊
年
祭
と
し
て
の
舞
台
芸
能
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
午
前
中
の
行
列
の
最
後
尾
に
「
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
者
）」
が
付
く
。

ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
と
言
っ
て
も
棒
シ
ン
カ
ー
（
棒
術
）
の
人
と
村
の
役
員
が
二
重
の
輪
を
つ
く
り
、
う
さ
ぎ
跳
び
の
よ
う
に
、
腰
を
低
め

て
回
る
。
内
側
は
右
回
り
、
外
側
は
左
回
り
と
逆
方
向
に
回
る
。
念
仏
歌
は
「
親
の
御
恩
（
無
蔵
念
仏
）」
で
だ
ん
だ
ん
立
ち
上
が
る

よ
う
に
し
て
終
わ
る
。

　

二
つ
目
の
念
仏
は
翌
十
五
日
の
夕
刻
よ
り
区
長
を
は
じ
め
村
の
役
員
で
行
う
。
段
ボ
ー
ル
で
造
っ
た
仮
面
や
お
も
ち
ゃ
屋
で
買
っ
て

き
た
よ
う
な
仮
面
を
か
ぶ
り
、
女
装
を
含
む
異
装
を
し
て
新
亡
の
家
を
回
る
。
部
屋
に
上
が
り
仏
壇
の
前
に
座
り
、「
ゴ
フ
ダ
イ
念
仏
」

を
唱
え
る
。
踊
り
は
な
い
。
調
査
時
は
段
ボ
ー
ル
に
漫
画
の
「
ド
ラ
エ
も
ん
」「
秘
密
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
を
描
い
た
も
の
や
「
猿
の

惑
星
」「
辮
髪
の
支
那
人
」「
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
」
な
ど
の
仮
面
を
付
け
て
い
た
。
深
夜
十
二
時
に
部
落
の
は
ず
れ
で
「
ウ
ー
ク
ィ
（
送
り
）」

を
行
っ
て
終
わ
る
。�

（
二
〇
〇
二
年
・
二
〇
〇
四
年
調
査（
（1
（

）

三　

島
エ
イ
サ
ー
・
七
月
モ
ー
イ

　

沖
縄
本
島
の
名
護
以
北
の
各
字あ
ざ

に
は
島
エ
イ
サ
ー
や
七
月
モ
ー
イ
が
行
わ
れ
て
い
る
。島
エ
イ
サ
ー
は
旧
七
月
の
盆
に
行
わ
れ
る
が
、

先
島
の
よ
う
に
新
亡
の
家
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
く
、
全
戸
を
回
る
・
辻
々
を
回
る
・
新
築
の
家
を
回
る
・
拝
所
を
回
る
な
ど
で
あ
る
。

盆
の
送
り
の
あ
と
の
カ
ミ
ゴ
ト
・
め
で
た
事
の
感
覚
が
あ
る
。
先
島
に
も
そ
の
傾
向
は
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

五
三



　

七
月
モ
ー
イ
・
七
月
デ
イ
は
女
エ
イ
サ
ー
と
さ
れ
、
輪
お
ど
り
の
形
や
チ
ジ
ン
（
太
鼓
）
を
叩
く
、
手
拭
い
を
手
に
す
る
な
ど
シ
ヌ

グ
・
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
ー
や
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
ウ
ス
デ
ー
ク
に
似
て
い
る
。
但
し
曲
や
踊
り
方
が
異
な
り
、
念
仏
歌
が
入
っ
て
い
る
。
島

エ
イ
サ
ー
と
の
違
い
は
三
線
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
で
あ
る
が
、
エ
イ
サ
ー
も
古
い
形
は
太
鼓
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
、
違
い
は
男
女
の

別
に
あ
る
。
ウ
ス
デ
ー
ク
は
女
性
の
み
の
踊
り
で
あ
る
。
島
エ
イ
サ
ー
・
七
月
モ
ー
イ
は
ほ
と
ん
ど
の
字
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
数
は
多
く
、
調
査
の
で
き
た
所
を
記
載
し
た（
（1
（

。

　

１　

名
護
市
世よ

ふ

け
冨
慶

　

世
冨
慶
は
名
護
の
市
街
地
の
南
端
に
接
す
る
地
区
で
あ
る
。
旧
七
月
十
五
日
の
夕
刻
、
各
家
で
盆
の
ウ
ー
ク
ィ
（
送
り
）
を
済
ま
せ

て
か
ら
公
民
館
に
八
時
頃
集
ま
り
、
子
供
エ
イ
サ
ー
か
ら
始
め
る
。
子
供
は
鉢
巻
き
を
し
て
い
る
。
櫓
が
組
ま
れ
て
い
て
地
謡
は
笠
を

被
っ
て
そ
の
中
に
立
ち
、
大
太
鼓
は
抱
え
て
櫓
の
ま
わ
り
を
回
る
。
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
が
ク
バ
団
扇
で
音
頭
を
取
り
、
男
女
が
櫓
の
周
り

を
廻
り
な
が
ら
踊
る
。
鉢
巻
き
は
し
な
い
。

　

最
初
に
「
久
高
万
寿
」
を
踊
り
、氏
神
の
拝
所
に
拝
み
に
い
く
。
再
び
櫓
に
戻
り
踊
り
を
続
け
る
。
曲
は
二
十
曲
あ
る
。「
久
高
万
寿
」

「
仲
順
な
が
れ
」「
越
来
節
」「
豊
年
節
」「
稲
し
り
節
」「
前
田
節
」
こ
こ
ま
で
が
手
踊
り
で
、以
降
扇
子
や
四
つ
竹
を
持
つ
。「
三
村
節
」

「
花
風
節
」「
鳩
間
節
」「
今
帰
仁
節
」「
白
保
節
」「
伊
舎
堂
節
」「
昔
蝶
節
」「
谷
茶
前
節
」「
下
ぐ
り
小
節
」「
汀
間
当
節
」「
ダ
ン
ク
節
」

「
茶
売
節
」「
汗
水
節
」「
あ
や
ぐ
節
」
に
載
せ
て
退
場
す
る
。
こ
の
間
休
み
な
く
踊
る
。「
仲
順
な
が
れ
」
を
「
念
仏
」
と
い
う
。

　

翌
十
六
日
は
カ
ミ
ゴ
ト
で
拝
所
三
ヶ
所
（
オ
オ
ヌ
ヤ
マ
・
ア
ギ
リ
ュ
ー
グ
・
ア
サ
ギ
）
を
回
り
、
道
ジ
ュ
ネ
ー
を
し
な
が
ら
新
築
の

家
を
訪
れ
て
踊
る
。
世
冨
慶
の
エ
イ
サ
ー
は
瀬
底
か
ら
習
っ
た
と
い
う
。�

（
二
〇
〇
六
年
調
査
）

　

２　

名
護
市
城
ぐ
す
く

　

城
は
名
護
市
街
の
中
心
部
に
あ
る
。
旧
七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
「
旧
盆
エ
イ
サ
ー
」
が
あ
る
。
旗
持
ち
を
先
頭
に
三
線
・

五
四



大
太
鼓
一
張
り
で
名
護
十
字
路
近
辺
の
路
地
を
練
り
歩
く
。
踊
り
は
旗
を
真
ん
中
に
円
を
描
く
。
道
行
は
「
唐
船
ド
ー
イ
」
で
、
踊
り

は
十
八
曲
あ
る
。「
仲
順
な
が
れ
」「
テ
ン
ヨ
ウ
テ
ン
ヨ
ウ
」「
サ
ウ
エ
ン
節
（
一
合
二
合
）」「
行
っ
ち
ゅ
る
日
」「
湊
節
」「
板
床
ド
ン

ド
ン
」「
蝶
節
」「
テ
ン
ヨ
ウ
テ
ン
ヨ
ウ
（
四
つ
竹
）」「
南
嶽
節
」「
南
陽
浜
千
鳥
」「
色
さ
じ
ー
な
」「
だ
ん
じ
ゅ
か
り
ゆ
し
」「
か
ま
や

し
ぬ
」「
下
庫
裏
小
」「
ダ
ン
ク
節
」「
海
ぬ
チ
ン
ボ
ー
ラ
」「
谷
茶
前
」「
国
東
サ
バ
ク
イ
」
で
あ
る
。「
仲
順
な
が
れ
」
を
念
仏
と
す
る

が
、
も
う
一
曲
「
板
床
ド
ン
ド
ン
」
の
歌
詞
に
「
七
月
十
四
日
土
仏
か
ざ
し
て
…
…
」
が
あ
り
、「
念
仏
節
」
と
す
る（
（1
（

。

�

（
二
〇
〇
五
年
調
査
）

　

３　

名
護
市
屋や

部ぶ

　

屋
部
は
名
護
市
街
地
の
北
に
接
す
る
。
元
は
七
月
十
五
日
ウ
ー
ク
ィ
（
送
り
）
の
あ
と
グ
シ
ョ
ー
（
後
生
）
を
送
り
出
し
て
か
ら
行
っ

た
が
、
調
査
時
は
十
三
日
・
十
四
日
・
十
五
日
に
行
っ
た
。
十
三
日
は
ヤ
ー
ミ
グ
ィ
（
家
巡
り
）
と
言
っ
て
、
新
築
の
家
や
招
い
て
く

れ
る
家
を
ま
わ
り
、
十
四
日
・
十
五
日
は
ア
ジ
マ
ミ
ー
グ
ィ
（
十
字
路
め
ぐ
り
）
と
い
っ
て
ニ
ー
ヤ
（
根
屋
）
を
始
ま
り
に
、
部
落
の

辻
々
を
上
原
か
ら
時
計
回
り
に
十
字
路
ご
と
に
踊
る
。
以
前
は
各
家
全
戸
を
ま
わ
っ
た
。

　

中
央
に
旗
を
立
て
円
に
な
っ
て
踊
り
、
太
鼓
は
置
か
れ
て
い
る
。
男
女
は
鉢
巻
き
姿
で
踊
る
が
、
戦
前
は
男
子
の
み
で
あ
っ
た
。
男

女
の
手
踊
り
は
八
月
の
モ
ー
遊
び
で
行
っ
た
。
曲
は
「
打
ち
出
す
太
鼓
」「
久
高
万
寿
」「
ド
ン
ド
ン
節
」「
テ
ン
ヨ
ー
節
」「
エ
イ
サ
ー

節
」「
稲
摺
節
」「
越
来
節
」「
今
帰
仁
の
城
」「
め
で
た
い
節
」「
鳩
間
節
」「
伊
計
離
節
」「
い
ち
ゆ
び
小
節
」「
ヘ
イ
ヨ
ー
（
四
つ
竹
）」

「
な
ん
だ
け
節
」「
若
夏
の
訪
れ
」「
砂
持
ち
節
」「
ス
ラ
イ
ザ
」「
イ
マ
デ
イ
ス
ナ
節
」「
海
や
か
ら
節
」「
雨
降
ら
す
よ
う
な
」「
二
合
節
」

「
ハ
イ
二
才
節
」「
談
合
節
」「
仲
座
」「
六
角
堂
」「
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
」「
ス
ラ
サ
エ
ー
」「
十
七
八
節
」「
唐
船
ド
ー
イ
」
と
三
十
曲
あ

る
。「
エ
イ
サ
ー
節
」
を
念
仏
と
し
て
い
る
。

　
「
エ
イ
サ
ー
節
」の
歌
詞「
エ
イ
サ
ー
エ
イ
サ
ー
七
月
エ
イ
サ
ー　

七
月
七
夕
七な
の
か日
の
十と
う
か日　

七
日
の
盆
に
山や
ん
ば
る原
に
く
だ
り
て
」は
チ
ョ

五
五



ン
ダ
ラ
ー
演
芸
の
「
口
上
念
仏
」
の
一
節
で
あ
る
。�

（
二
〇
〇
五
年
調
査（
（1
（

）

　

４　

本
部
町
瀬
底
島

　

瀬
底
島
は
本
部
半
島
東
に
あ
る
島
で
あ
る
が
、半
島
と
は
橋
で
繋
が
っ
て
い
る
。
旧
七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
「
七
月
エ
イ
サ
ー
」

が
あ
る
。
十
三
日
は
ウ
ム
ケ
ー
（
お
迎
い
）
で
招
か
れ
た
家
を
回
る
。
十
四
日
は
二
ヵ
所
の
辻
を
回
る
。
十
五
日
は
ウ
ー
ク
リ
（
送
り
）

で
新
築
の
家
を
回
る
。

　

地じ

方か
た

は
三
線
と
太
鼓
で
、
太
鼓
は
締
め
太
鼓
で
手
に
持
つ
。
地
方
は
円
の
中
に
立
ち
、
そ
の
周
り
二
重
に
な
っ
て
踊
る
。
内
側
が
時

計
ま
わ
り
で
、
外
側
は
反
時
計
ま
わ
り
で
時
々
う
し
ろ
ず
さ
り
し
な
が
ら
踊
る
。

　

曲
は
道
行
に
「
唐
船
ド
ー
イ
」、
本
調
子
で
十
六
曲
、
一
二
上
が
り
で
十
一
曲
あ
る
。
い
ず
れ
も
流
歌
で
八
八
八
六
の
短
い
も
の
に

囃
子
詞
が
入
る
の
は
名
護
地
区
と
同
じ
で
あ
る
。
最
初
に
「
二
合
節
」「
念
仏
」「
久
高
万
寿
」
で
、
曲
名
は
名
護
地
区
と
重
複
す
る
も

の
が
多
く
略
す
。
念
仏
は
「
山
に
育
ち
ゃ
る
や
ま
が
ら
し　

浜
に
育
ち
ゃ
る
浜
千
鳥
」
で
あ
る（
（1
（

。�

（
二
〇
〇
六
年
調
査
）

　

５　

大
宜
味
村
謝じ
ゃ
な
ぐ
す
く

名
城

　

謝
名
城
は
大
宜
味
村
の
北
部
に
あ
る
。
謝
名
城
の
豊
年
祭
は
隔
年
に
行
わ
れ
る
。
ク
ラ
ン
バ
ー
（
蔵
庭
）
ま
で
の
道
ジ
ュ
ネ
ー
と
そ

こ
で
の
豊
年
踊
り
、
ノ
ロ
殿
地
で
の
奉
納
舞
踊
、
公
民
館
に
戻
っ
て
の
夕
刻
か
ら
の
舞
台
が
あ
る
。
そ
の
舞
台
芸
能
の
前
に
女
性
だ
け

の
エ
イ
サ
ー
で
あ
る
七
月
デ
イ
（
手
）
と
男
女
の
エ
イ
サ
ー
が
公
民
館
前
の
庭
で
、
続
け
て
踊
ら
れ
る
。

　

七
月
デ
イ
は
は
婦
人
踊
り
と
さ
れ
、
チ
ジ
ン
の
み
の
静
か
な
踊
り
で
あ
る
。
鉢
巻
き
に
手
拭
い
を
手
に
持
つ
。
近
年
ピ
ン
ク
に
し
て

い
る
が
元
は
白
で
あ
る
。
曲
は
「
七
月
念
仏
」「
た
か
は
な
り
節
」「
あ
さ
ぎ
ぬ
は
な
ば
た
」「
喜
如
嘉
前
ぬ
浜
」「
遊
び
か
い
や
し
が
」「
よ

か
な
よ
節
」「
伊
集
ぬ
が
ま
く
小
」「
う
み
や
か
ら
」「
八
重
山
節
」「
稲
し
り
節
」「
い
ち
や
め
が
里
前
」「
す
う
り
ー
東
」
で
あ
る
。「
七

月
念
仏
」
の
歌
詞
の
「
七
月
巡
ら
ば
酒
他
ぼ
れ　

マ
ド
ゥ
に
巡
れ
ば
米
た
ぼ
れ
」
の
意
味
は
「
盆
に
回
っ
た
時
は
お
酒
を
く
だ
さ
い　

五
六



普
段
回
っ
た
時
は
お
米
を
く
だ
さ
い
」
と
い
う
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
門
付
け
の
文
句
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
続
く
、
謝
名
城
エ
イ
サ
ー
は
三
線
に
大
太
鼓
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
旗
振
り
が
い
て
、
に
ぎ
や
か
に
踊
ら
れ
る
。
曲
は
「
テ
ン

ヨ
ー
節
」
で
入
場
し
、「
久
高
万
寿
」「
上
が
り
口
説
き
」「
今
帰
仁
ぬ
城
」「
与
那
節
」「
港
く
り
節
」「
三
村
節
」「
与
那
原
節
」「
谷
茶

前
」「
ス
ー
リ
ー
ア
ガ
リ
」
と
続
き
、「
サ
イ
ヨ
ー
節
」
で
退
場
す
る
。
元
は
旧
八
月
十
日
に
行
わ
れ
た
が
現
在
十
月
に
行
っ
て
い
る
。

豊
年
祭
に
エ
イ
サ
ー
・
七
月
デ
イ
が
合
わ
さ
っ
た
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。�

（
二
〇
一
五
年
調
査
）

　

６　

国く
に
が
み頭
村
与
那

　

与
那
は
国
頭
村
の
中
心
部
辺へ

と

な
土
名
の
北
に
あ
る
。
与
那
で
は
旧
七
月
に
十
三
日
、
盆
の
ウ
ム
ケ
ー
の
日
の
七
月
モ
ー
イ
（
舞
）・
盆

後
の
亥
の
日
に
行
わ
れ
る
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
ー
（
海
神
祭
）・
そ
の
翌
日
の
ウ
ス
デ
ー
ク
と
三
つ
の
行
事
が
続
く
。
七
月
モ
ー
イ
は
女
エ
イ

サ
ー（
（1
（

と
も
い
わ
れ
、
女
性
だ
け
で
踊
る
エ
イ
サ
ー
で
念
仏
歌
が
歌
わ
れ
る
。
夕
刻
白
鉢
巻
き
に
紺
の
浴
衣
（
昔
は
芭
蕉
着
）
の
女
性
が

村
の
奥
の
ア
サ
ギ
マ
ー
（
庭
）
で
踊
り
、
続
い
て
下
の
ノ
ロ
ド
ン
チ
マ
ー
（
殿
内
庭
）
に
移
り
、
再
び
ア
サ
ギ
マ
ー
で
踊
る
。
中
央
に

チ
ジ
ン
（
太
鼓
）
の
叩
き
手
と
歌
い
手
が
立
ち
、
大
き
な
円
を
描
い
て
踊
る
。

　

曲
は
十
九
曲
あ
る
が
、
最
初
に
念
仏
歌
で
あ
る
「
七
月
念
仏
」
が
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
は
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
門
付
け
の
口
上
に
「
継
母

念
仏
」
の
一
節
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
曲
調
で
踊
ら
れ
る
。
踊
り
は
手
踊
り
で
あ
る
が
、
ウ
ス
デ
ー
ク
の
踊
り
の
様

に
手
の
型
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
ス
デ
ー
ク
と
は
曲
も
リ
ズ
ム
も
異
な
る
。
曲
は
「
七
月
念
仏
」「
黒
か
し
ら
」「
与
那

節
」「
赤
田
門
節
」「
は
ま
な
ぎ
」「
ス
リ
ア
ガ
リ
」「
伊
集
ぬ
が
ま
く
小
」「
ハ
リ
コ
ー
ヤ
マ
コ
ー
」「
白
木
節
」「
う
み
や
か
ら
」「
八
重

山
節
」「
今
帰
仁
ぬ
城
」「
ゆ
ん
ぬ
節
」「
安
波
の
ハ
ン
タ
ナ
ベ
」「
伊
舎
堂
前
」「
泊
高
橋
」「
う
る
く
富
城
」「
テ
ン
ヨ
ー
テ
ン
ヨ
ー
」「
久

高
万
寿
」
で
あ
る
。�

（
二
〇
〇
五
年
調
査
）

五
七



　

７　

国
頭
村
宇う

嘉か

　

宇
嘉
は
与
那
の
さ
ら
に
北
に
あ
る
。
旧
七
月
十
三
日
の
ウ
ム
ケ
ー
の
日
に
七
月
モ
ー
を
行
う
。
女
性
達
だ
け
の
踊
り
で
あ
る
。
ア
サ

ギ
マ
ー
で
一
踊
り
し
て
か
ら
、
村
の
三
ヶ
所
の
ム
ト
ゥ
ヤ
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
前
で
輪
に
な
っ
て
踊
る
。
そ
の
後
ア
サ
ギ
マ
ー

に
戻
り
全
曲
を
踊
る
。
曲
は
与
那
と
重
複
す
る
も
の
が
多
い
「
念
仏
歌
」
は
「
長
念
仏
」
で
、「
継
母
念
仏
」
系
の
念
仏
歌
で
あ
る
。

踊
り
は
思
い
思
い
の
服
装
で
鉢
巻
き
は
し
な
い
が
、
右
手
に
手
拭
い
を
か
ざ
し
な
が
ら
踊
る
。�

（
二
〇
〇
五
年
調
査
）

四　

エ
イ
サ
ー
と
念
仏
歌
・
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー

　

以
上
の
事
例
か
ら
念
仏
を
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

八
重
山

１
、　

登
野
城

無
蔵
念
仏

２
、　

竹
富
島

無
蔵
念
仏　
　

七
月
念
仏
（
継
母
念
仏
）　

孝
行
念
仏　

大
和
の
山
伏

３
、　

小
浜
島

無
蔵
念
仏　
　

七
月
念
仏
（
継
母
念
仏
）　　
　
　
　
　

大
和
の
山
伏

４
、　

黒
島

無
蔵
念
仏　
　

七
月
念
仏
（
継
母
念
仏
）　

孝
行
念
仏

５
、　

西
表
島
祖
納

無
蔵
念
仏

６
、　

波
照
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
行
念
仏

五
八



沖
縄
本
島
北
部
（
念
仏
歌
と
さ
れ
る
も
の
）

１
、　

世
冨
慶

仲
順
流
れ

２
、　

城

仲
順
流
れ　
　

板
床
ド
ン
ド
ン

３
、　

屋
部

エ
イ
サ
ー
節
（
継
母
念
仏
）

４
、　

瀬
底

山
に
育
ち
ゃ
る

５
、　

名
謝
城

酒
た
ぼ
れ

６
、　

与
那

酒
た
ぼ
れ
（
継
母
念
仏
）

７
、　

宇
嘉

（
継
母
念
仏
）

　

沖
縄
の
念
仏
信
仰
は
袋
中
上
人
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
も
そ
の
系
譜
を
引
く
と
さ
れ
た
が
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
は
近
年
ま

で
各
字
に
い
て
葬
式
時
に
鉦
を
叩
い
て
念
仏
を
唱
え
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
袋
中
上
人
と
ニ
ン
ブ

チ
ャ
ー
を
結
び
付
け
る
史
料
は
少
な
く
、
浄
土
宗
の
教
え
は
こ
れ
と
は
別
に
上
層
部
か
ら
親
孝
行
な
ど
の
儒
教
的
な
教
え
を
伴
っ
て
広

ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
八
重
山
に
は
一
六
五
七
年
（
順
治
十
四
年
）
宮
良
長
重
が
「
念
仏
法
」
を
も
っ
て
稽
古
し
た
と
あ
る（
（1
（

。
一
覧
表

を
み
て
も
念
仏
を
と
も
な
っ
た
念
仏
歌
は
八
重
山
地
区
に
多
い
。
小
浜
島
の
「
ミ
ン
マ
ン
経
」
は
善
導
の
二
河
白
道
の
教
え
を
歌
っ
た

も
の
で
浄
土
教
の
教
え
に
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
浄
土
教
教
理
に
よ
る
念
仏
歌
は
上
層
部
よ
り
広
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、那
覇
近
郊
に
行あ
ん
ぎ
ゃ脚
村
に
は
京
太
郎
（
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
）
が
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
様
子
は
宮
良
當
壯
の
『
沖
縄
の
人
形
芝
居
』

に
詳
し
い
。
京
太
郎
が
本
土
か
ら
渡
っ
て
き
た
フ
ト
キ
（
仏
）
ま
わ
し
と
い
う
人
形
を
操
る
人
形
遣
い
で（
（2
（

、
先
島
を
含
む
沖
縄
を
行
脚

し
て
い
た
。
そ
の
芸
能
は
沖
縄
市
泡
瀬
や
名
護
市
呉
我
に
残
っ
て
い
る
。

　

京
太
郎
の
歌
は
浄
土
教
色
・
念
仏
色
の
強
い
も
の
で
、
代
表
的
な
も
の
は
「
継
母
念
仏
」
で
あ
る
。
継
母
に
育
て
ら
れ
た
子
が
実
の

五
九



親
を
探
し
求
め
る
と
い
う
話
で
「
七
月
念
仏
」
と
言
わ
れ
る
。「
無
蔵
念
仏
」
は
「
親
の
御
恩
」
と
言
わ
れ
親
の
有
難
さ
を
説
い
た
も

の
で
「
父ぶ
も
お
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

母
恩
重
経
」
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
京
太
郎
の
歌
で
は
「
ジ
ョ
ウ
ド
シ
ュ
ー
ガ
ム
ン
ム
ン
ラ
ン
（
浄
土
宗
の
文
段
）」

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
同
じ
よ
う
に
「
ジ
ュ
ー
ル
シ
ュ
ー
ガ
ブ
グ
ラ
ン
（
浄
土
宗
が
孝
諭
）」
は
「
ゴ
フ
ダ
イ
念
仏
」「
孝
行
念
仏
」
と
言

わ
れ
て
い
る
念
仏
歌
で
あ
る
。「
大
和
の
や
ま
さ
じ
」「
園
山
念
仏
」
と
さ
れ
る
の
は
「
大
和
の
山
伏
」
で
大
和
の
山
伏
が
沖
縄
に
渡
る

と
い
う
話
で
あ
る
。「
仲
順
な
が
れ
」
は
中
城
村
の
仲
順
王
の
物
語
で
親
孝
行
を
試
す
た
め
我
が
子
を
殺
し
、
殺
し
た
子
を
穴
に
う
め

よ
う
と
す
る
と
金
銀
の
手
箱
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る（
（2
（

。
ま
た
「
酒
た
ぼ
れ
」
や
「
一
合
二
合
（
二
合
節
）」
と
い
う
口
上

が
念
仏
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
京
太
郎
の
歌
や
物
語
が
念
仏
歌
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
エ
イ
サ
ー
に
京
太
郎
が
道
化

と
し
て
登
場
す
る
の
も
念
仏
歌
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
京
太
郎
が
広
め
た
と
い
う
よ
り
、
村
人
が
京
太
郎
の
人
形
ま
わ
し
や
劇
を
見
て
歌
に
し
た
も
の
で
、
歌
詞
の
意
味
が
不

明
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。沖
縄
の
念
仏
歌
の
多
く
は
京
太
郎
の
歌
や
劇
の
部
分
を
一
節
と
し
て
取
り
入
れ
、囃
し
と
と
も
に
歌
っ

た
も
の
で
、
京
太
郎
の
影
響
は
大
き
い
。

注（１
）
宜
野
湾
市
青
年
エ
イ
サ
ー
歴
史
調
査
会
『
増
補
宜
野
湾
市
ノ
エ
イ
サ
ー
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
五
年
。

（
２
）
小
林
幸
男
「
エ
イ
サ
ー
の
分
類
」『
エ
イ
サ
ー
３
６
０
度
』
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
一
九
九
八
年
。

（
３�

）
伊
波
普
猷
「
校
訂
お
も
ろ
さ
う
し
」
南
島
談
話
会
一
九
二
五
年
（『
全
集
第
六
巻
』
平
凡
社
、一
九
七
五
年
よ
り
）。
矢
野
輝
雄
『
沖
縄
舞
踊
の

歴
史
』
築
地
書
店
、
一
九
八
八
年
、
六
四
頁
。
外
間
守
善
校
訂
『
お
も
ろ
さ
う
し
（
下
）』
解
説
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
五
二
頁
。

（
４
）
知
名
定
寛
『
沖
縄
宗
教
史
の
研
究
』
榕
樹
社
、
一
九
四
四
年
、
二
五
七
頁
。

（
５
）
酒
井
卯
作
「
似
せ
念
仏
と
八
月
踊
り
」『
南
島
研
究
』
三
七
号
、
南
島
研
究
会
、
一
九
九
六
年
。

（
６
）
知
名
定
寛
・
酒
井
卯
作
（
前
掲
書
）。

六
〇



（
７
）
池
宮
正
治
『
沖
縄
の
遊
行
芸
―
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
と
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
―
』
一
九
九
〇
年
、
ひ
る
ぎ
社
。

（
８
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
五
四
年
、
中
央
公
論
社
。

（
９
）
狩
俣
恵
一
「
ユ
ー
ク
イ
の
巻
き
歌
」『
南
島
歌
謡
の
研
究
』
一
九
九
九
年
、
瑞
木
書
房
、
一
六
五
頁
。

（
10�
）
崎
山
毅
『
蟷
螂
の
斧
―
竹
富
島
の
神
髄
を
求
め
て
―
』（
一
九
七
二
年
、
錦
友
堂
）
に
よ
る
と
ウ
シ
ュ
マ
エ
（
長
老
）
が
先
頭
に
立
ち
仏
前
で

念
仏
を
唱
え
た
と
あ
る
。

（
11�

）
十
六
日
の
昼
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
は
『
小
浜
島
の
芸
能
』
二
〇
〇
六
年
、
竹
富
町
教
育
委
員
会
、
及
び
『
竹
富
町
史
第
三
巻　

小
浜
島
』

二
〇
一
一
年
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
、
を
参
照
し
た
。

（
12�

）
以
上
は
映
像
作
品
『
八
重
山
の
ア
ン
ガ
マ
ー
』
三
六
分
（
撮
影
：
坂
本
要
・
編
集
整
音
：
春
日
聡
）
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
に
制
作
し
て
い
る
。

（
13�

）
沖
縄
本
島
北
部
の
島
エ
イ
サ
ー
・
七
月
モ
ー
イ
・
ウ
ス
デ
ー
ク
の
報
告
・
研
究
は
小
林
幸
男
・
小
林
公
江
が
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
い
る
。

こ
の
小
論
も
そ
れ
ら
の
報
告
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
14�

）『
エ
イ
サ
ー
３
６
０
度
』（
前
掲
書
）
二
〇
六
頁
で
は
「
念
仏
歌
」
の
歌
詞
が
「
山
に
育
ち
ゃ
る
…
…
」
に
な
っ
て
い
て
、
配
ら
れ
た
歌
詞
と

異
な
る
。
歌
詞
の
意
味
は
不
明
。

（
15�

）
屋
部
に
つ
い
て
は
小
林
公
江
・
小
林
幸
男
「
沖
縄
県
名
護
市
屋
部
の
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
」（
１
）
～
（
４
）（『
京
都
女
子
大
学
発
達
教
育
学
部

紀
要
』
六
号
～
九
号
・
二
〇
一
〇
～
一
三
年
）
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。

（
16�

）
小
林
幸
男
「
沖
縄
県
名
護
市
名
護
地
区
の
エ
イ
サ
ー
と
本
部
町
瀬
底
の
エ
イ
サ
ー
」『
関
西
楽
理
研
究
』
二
七
号
、
関
西
楽
理
研
究
会
、

二
〇
一
〇
年
、
に
名
護
地
区
と
瀬
底
の
曲
名
比
較
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
井
正
子
「
沖
縄
「
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
」
に
見
る
掛
け
歌
の

諸
相
」（『
歌
の
起
源
を
探
る　

歌
垣
』
三
弥
生
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
も
参
照
。

（
17
）
小
林
幸
男
・
小
林
公
江
「
女
エ
イ
サ
ー
の
音
楽
（
１
）」、『
沖
縄
芸
術
の
科
学
』
二
一
号
、
沖
縄
芸
術
大
学
、
二
〇
〇
九
年
。

（
18
）
新
城
敏
男
「
宗
教
（
２
）
仏
教
の
伝
播
と
信
仰
」、『
八
重
山
の
社
会
と
文
化
』、
木
耳
社
、
一
九
七
三
年
。

（
19
）
宮
良
當
壯
『
沖
縄
の
人
形
芝
居
』
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
五
年
（『
全
集　

十
二
』、
第
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

（
20�

）
田
場
由
美
雄
は
「
沖
縄
の
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
・
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
」
で
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
木
偶
ま
わ
し
を
大
分
県
宇
佐
八
幡
の
院
内
地
区
に
求

め
て
い
る
。（『
漂
泊
す
る
眼
差
し
』、
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
21
）
言
葉
や
物
語
の
内
容
は
宮
良
當
壯
（
前
掲
書
）
や
池
宮
正
治
（
前
掲
書
）
に
よ
る
。

六
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